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はじめに
連弧文土器は、今からおよそ4800年前の縄文時代中期後葉の半ばに、関東地方南西部を中心に
分布した土器群である。関東南西部という地域は、関東平野の加曽利 E式土器、そして中部高
地の曽利式土器という、中期後葉を通して存続する二つの土器型式が接触する地域として知られ
ている。その地域的特色として、上記の両型式の器形や文様が互いに入り混じった、いわゆる折
衷土器が中期後葉を通して多く製作されていた点を挙げることができる。
このような地域的背景のもと、連弧文土器の成立はこれまで特に曽利式の型式内容との間にそ
の系譜関係を論じられることがしばしばあった。本稿に先立って、筆者は連弧文土器の祖形に関
わる土器群を整理し、曽利式以外の型式要素、例えば東海地方の土器型式に関する再検討の必要
性を述べたことがある（大網2011）。しかしまた一方で、検討を踏まえると、やはり型式構造か
ら考えた際には連弧文土器と曽利式との間に高い共通性を見出すに至っている。
他方、近年の曽利式土器の研究動向として、櫛原功一氏による曽利式圏で出土する異系統土器
の集成研究がある（櫛原2008、後述）。その中では連弧文土器も異系統土器の一つに挙げられ、
出土時期や型式学的特徴への検討が加えられている。
このように、曽利式圏における連弧文土器の位置付けには、系統関係の上で論じられる場合と、
系統を異にする土器群として捉えられる場合という、二つの文脈を読み取ることができる。しか
しながら先行研究では、これら二つの文脈が具体的に連弧文土器のどのような型式学的特徴に
よって認識され、またその背後に当時のどのような事象を想定すべきなのかという点に対する指
摘に乏しい。
そこで本稿では、曽利式の中核地域である山梨県域で出土する連弧文（系）土器（１）の型式学
的検討を中心に、曽利式圏における連弧文土器のあり方を再考する。そしてその検討成果をもと
に、曽利式圏において土器型式情報の受容に一定の選択的思考があったことを指摘したい。
なお本稿で用いる土器編年呼称は、曽利式土器は櫛原功一氏（1999）、加曽利 E式土器は黒尾
和久氏（1995）、また連弧文土器の段階呼称は永瀬史人氏（2008）にそれぞれ準拠する。この他
の呼称を使用する際は別途出典を明記した（２）。
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１　連弧文土器の定義
既述のように、連弧文土器は、関東南西部の武蔵野台地・多摩丘陵・相模原台地を中心に分布
する。実年代でいうと約150年間、加曽利E２b式期～同E３b式期に出現・盛行・衰退する比較
的短命な土器群である。盛行期には、在地型式である加曽利 E式を凌駕するほど出土量を増大
させるという特徴がある。
連弧文土器に関する研究は、山内清男氏により「頸部と体部に弧線を主とした沈線がある」土
器（山内1940： 27）と指摘されて以来、資料的蓄積に伴ってこれまでに数多くの論考がある。そ
の大半は主文様である連弧文や波状文の形状、あるいは副次的な文様の要素やそれらの組み合わ
せを検討し、連弧文土器の編年的位置付けと型式学的変遷を明らかにしようとするものである
（例えば永瀬2002など）。連弧文土器の位置付けをめぐり、かつては加曽利 E式の一つの地域的
なあり方とする見方が強かったが、近年では主文様の斉一性を捉えて一つの「様式」（安孫子
2005）とみなす見解が出されている。
連弧文土器が成立した経緯にはいくつかの説があるが、その最も重要な手掛かりに挙げられる
のは曽利式土器である。とりわけ「釈迦堂地区＜曽利縄文系土器＞」や「＜曽利 c・y②＞土器」
といった土器群は、連弧文土器の出現期に併行あるいはやや先行して存在する点や、口縁部に沈
線弧線文を有するという型式学的な共通点から、連弧文土器の直接的な祖形とされている（黒尾
1995）。
しかしその一方で、これまでの祖形論は概して連弧文土器の型式内容を拡大して考える傾向に
あった。沈線弧線文という単調な文様要素のみで連弧文土器を規定してきたことで、祖形をめ
ぐってはやはり今なお様々な解釈
の余地を残すに至っている（３）。
また他方で「連弧文系土器」（桐
生1981）の存在もあり（４）、当該
期の関東南西部で出土する多様な
折衷土器と連弧文土器とを区別す
る都合上、拙稿（大網前掲）では
以下の三点に連弧文土器の定義を
まとめた。
①口唇部・口縁部・頸部・胴部
の四つの施文域で構成される点
（第１図上）
②主文様である連弧文・波状文
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第 1図　連弧文土器の文様施文域と主文様施文位置
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が、口縁部・胴部施文域あるいはそのいずれか一方に施文される点（第１図Ⅰ～Ⅲ類）
③隆帯を用いず、全ての文様が沈線や刺突により施文される点
本稿ではこれらにさらにもう一点の定義を加えたい。それは、
④器形括れ部に頸部施文域を配置する点
である。なお、これら四つの定義を満たす連弧文土器は、今のところ東京都で70遺跡670個体、
神奈川県で39遺跡266個体、千葉県で38遺跡162個体を確認している（５）。
２　曽利式土器研究にみる連弧文土器の位置付け
それでは他方で、曽利式土器研究の中ではどのように連弧文土器が認識されてきたであろうか。
この点に関し、以下時系列に沿って研究史をみていきたい。
管見に触れる限り、連弧文土器に関する最も古い言及は米田明訓氏の論考に遡る（米田1978）。
米田氏は器形や文様から曽利式を構成する五つの型式（AⅠ・AⅡ・B・CⅠ・CⅡ）を抽出し、
それぞれの型式の時間的消長とⅡ文様帯（胴部施文域）の文様変遷から曽利式土器に第Ⅰ～第Ⅴ
の五段階の編年的区分を与えた。その中で、第Ⅱ段階の CⅡ型式の一部に認められる連弧状の
文様に関し、同段階で軌を一にして出現する連弧文土器の存在を挙げ、その関連性を示唆した。
米田論文の翌年に刊行された『中部高地縄文土器集成』中には、曽利Ⅱ～Ⅲ式期の八ヶ岳西南
麓・八ヶ岳南麓・甲府盆地周辺それぞれに連弧文系土器が図示されている（長崎ほか1979）。こ
れらに対する詳細な記述は見られないが、連弧文系土器に関東系・東海ないし伊那谷系・籠目文
土器系の三種の系統が想定されている。
米田氏は後続する論考で、北杜市（旧長坂町）柳坪遺跡A２号住居跡出土土器（第２図）を
例に、曽利式土器と連弧文土器との関わりを言及した（米田
1986）。氏は曽利Ⅱ式土器の地文が結節縄文から刺突文へ時
間的に推移する点を認めた上で、第２図の土器を曽利Ⅱ式で
も新相に位置付けている。また、沈線弧線文をもつ土器群を
めぐっては、これらの大半が地文を縄文とする一方で結節縄
文の施文が認められない点を根拠に、その時間的位置付けを
「結節縄文手法の消滅直後、地文に刺突文を主体的に使用す
る段階と同じに登場してくる」（米田1986： 148）とした。
1990年代に入ると、山形眞理子氏によって釈迦堂遺跡群の発掘調査成果をもとにした曽利式土
器の体系的研究がなされる（山形1996・1997）。山形氏は文様施文順序によって曽利式土器編年
の再編を行う中で、特に曽利古２～３式期に関しては、南西関東地方との型式間関係から在地土
器群の変遷過程を明らかにした。その中で、連弧文土器の出現は「加曽利E２式と、曽利古２式
並行の曽利縄紋系土器との接触」（山形1997： 96）によるものと説明されている（６）。「曽利縄紋
第 2図　北杜市柳坪遺跡
　　　　A2号住居跡出土土器
　　　　（縮尺 1/10）
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系土器」とは、「曽利式分布圏に存在する、内彎もしくは外反する口縁をもち胴部中半が括れる
器形をもつ深鉢で、全面に縄紋が施される土器群」（山形1996： 111）を指し、中でも特に曽利
古２式段階の「渦巻三叉紋つき弧線文」（後述するA－１類型）および「沈線弧線文」をもつ土
器群（後述するA－２類型）に、連弧文土器の祖形を求められるとしている。またその一方で、
続く曽利古３式段階でみられる胴部に弧線文をもつ「胴部分帯型土器」（後述するB類型）に関
しては、盛行期の連弧文土器からの文様要素の移入とする見方を示す（山形1997）。つまり、曽
利式は連弧文土器の母体となるが、曽利式圏でみられる連弧文系土器の一部は多摩・武蔵野地域
における連弧文土器の展開に伴って波及・折衷したもの、という見解を氏の研究成果から読み取
ることができるのである。
さて、続く『山梨県史』における今福利恵氏の編年研究では、曽利Ⅲ式期に連弧文土器が存在
するという言及とともに、遡って曽利Ⅱ式期では口縁部文様帯をもつ一群で胴部に「うろこ状」
モチ－フを施す土器が図示されている（今福1999）。また今福氏は後続する論考で、X把手甕の
胴部隆帯の施文技法から曽利Ⅱ式を二細分し、連弧文土器は甲府盆地において曽利Ⅱ a式期に出
現し、Ⅱ b式期に沈線弧線文が多段化する傾向を指摘している（今福2005）。
近年の動向として、曽利式圏で出土する異系統土器の一つに連弧文土器を挙げ、山梨県内での
出土資料の集成とその編年的位置付けおよび系譜関係を論じた櫛原功一氏の論考がある（櫛原
2008）。櫛原氏は、山梨県内で出土する連弧文土器は、主文様である連弧文の施文位置に口縁部
のみ、胴部のみ、口縁部・胴部両方の三者があることを指摘し、編年的には曽利Ⅱ a～Ⅲ a式期
に出土するとしている。また曽利Ⅱ a式期では口縁部のみに連弧文を施文する事例が多く、曽利
Ⅱ b～Ⅲ a式期になると胴部のみの事例が多くなる傾向を指摘している。
以上のように、山梨県域でみられる連弧文（系）土器については、曽利式土器研究の立場から
これまですでにいくつかの型式学的特徴が挙げられ、またその時間的位置付けにも一定の言及が
ある。ただしいずれの論考も、曽利式土器編年の構築あるいは曽利式圏の異系統土器といった大
きな枠組みの中で、連弧文（系）土器を一括りにして部分的に検討を加える形に止まっている点
は否めない。そこで以下では、改めて山梨県域で出土する連弧文（系）土器を集成・検討し、こ
れまでに見出した型式学的特徴を追認し、その具体的あり方を整理してみたい。
３　曽利式圏で出土する連弧文（系）土器
（１）検討対象地域
検討にあたって、まず山梨県の地理的環境を簡単に整理しておく。
山梨県は、いわゆる中部高地の東半に位置付けられる。県内で中期後葉の遺跡が集中する地域
は、第３図のように大きく北巨摩地域・甲府盆地域・桂川流域の三地域に分けられる（末木
1998）。北巨摩地域は県北西部の八ヶ岳西南麓および茅ヶ岳山麓を指し、現在の北杜市・韮崎市
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周辺が該当する。甲府盆地域は
県中央部の釜無川・笛吹川・御
勅使川がもたらした広大な扇状
地と周辺の丘陵地から成り、現
在の甲府市・甲州市・笛吹市な
どが該当する。桂川流域は県東
部の関東山地内の河川流域に遺
跡が分布し、現在の大月市・都
留市・上野原市などが該当する。
以下では、土器群の分布をこの
三つの地域区分に従って述べる
こととする。
（２）連弧文土器の型式学的
特徴
山梨県域で出土する連弧文
（系）土器は、管見の限りで今のところ33遺跡141事例を確認している（７）。ただし器形の全容が
明らかでない資料も多く、このうち先述した定義を満たす連弧文土器はわずか８遺跡14例が挙げ
られるに過ぎない（表２）。以下にその特徴を示す。
山梨県域で出土する連弧文土器の口唇部文様は、平行沈線のもの（第４図１～５）、交互刺突
文・円形刺突文を施すもの（６～９）に大きく分かれるほか、棒状工具による押引文を施すもの
（10）もある。主文様が連弧文となる土器（１・２・10）がある一方で、断絶した弧線が単位文
としてめぐる土器（３）、あるいは円形区画と結合して明確な弧線とならない土器群（４・５）
もある。このように定義に即した連弧文土器であっても、山梨県域で出土するものは文様形態か
らみると典型例に比べて崩れた印象をもつものが大半である。これらの連弧文土器はほぼすべて
が曽利Ⅱ式期に比定され、分布は北巨摩地域で３遺跡３個体、甲府盆地域で４遺跡10個体、桂川
流域で１遺跡１事例と、甲府盆地域に中心をもつ。その一方で９は、胴部施文域こそ欠くものの、
加曽利E３式期の南西関東で一般的な磨消縄文をもつ連弧文土器が、北巨摩地域において単発的
に出土しており注目される。
（３）連弧文系土器の類型化とその型式学的特徴
連弧文系土器は、分類不明なものを含めて31遺跡127例が確認される（表３－（１）・（２））。残
存状況の良好なものを中心にその型式学的特徴を検討する。検討にあたって、対象資料を以下の
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第 3図　山梨県域の地勢と地域区分
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A・Bの二類型に分類しておく。
A類型：口縁部施文域に沈線弧線文を施し、口唇部・頸部・胴部施文域を欠く土器群
B類型：胴部施文域に沈線弧線文を施し、隆帯による口縁部文様帯を有する土器群
①A類型
A類型は山梨県域で出土する連弧文系土器の中で数量的に最も多い。文様要素および施文順
序からA－１～A－３の３細分が可能である。
A－１類型は、「地文施文→沈線弧線文＋渦巻文」で構成される土器群である（第５図11～18）。
なお、17は口唇部施文域を、18は頸部・胴部施文域をそれぞれ有するが、同一の施文順序・文様
要素のため本類型に副次的に加えた。本類型には弧線区画内に列点文を充填するもの（11～13・
18）とそうでないもの（14～17）があるほか、主文様が波状になるもの（11・14・16）、弧線状
になるもの（12・15・18）、長楕円形を呈するもの（13）と一定の型式学的差異が看取される。
また、本類型には曽利縄文系土器の一部である「渦巻三叉紋」（山形1996）を有するものも含ま
れる（11～13、16・18）。地文は縄文で占められ、いずれの資料も曽利Ⅱ式期に比定される。甲
州市釈迦堂遺跡群三口神平遺跡10号住居跡および17号住居跡などに曽利Ⅱ式期のまとまった資料
があり、とりわけ前者は曽利Ⅱ a式期まで遡る可能性がある。本類型は北巨摩地域で１遺跡１個
体、甲府盆地域で３遺跡８個体、桂川流域で２遺跡３個体が確認され（表３－（１））、甲府盆地
域を中心に県東部に分布が偏っている。
A－２類型は、「地文施文→沈線弧線文」で構成される土器群である（第６図19～37）。なお、
34・35は口唇部施文域を、36・37は頸部・胴部施文域をそれぞれ有するが、同一の施文順序・文
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第 4図　山梨県域出土の連弧文土器
0 20cm(1/10)
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様要素のため本類型に副次的に含めた。懸垂文をもつもの（19～28・32・34・35・37）ともたな
いもの（29～31・33・36）に大きく分けられ、懸垂文の種類には蛇行沈線文と直行沈線文のほか、
刻み目隆帯によるもの（27・28）がある。地文は、条線文の37および地文自体を欠く23・25・26
があるが、それ以外は縄文で占められる。本類型は概ね曽利Ⅱ式の範疇に収まるものの、今のと
ころ曽利Ⅱ a式期の明確な出土事例は確認していない。また、一部曽利Ⅲ～Ⅳ式に比定される資
料もある。曽利Ⅱ b式期では北杜市金生遺跡３号住居跡、曽利Ⅲ式期では北杜市頭無遺跡９号
住居跡、曽利Ⅳ式期では一宮町北堀遺跡58号住居跡などに一括資料がある（８）。本類型は北巨摩
地域で10遺跡16個体、甲府盆地域で６遺跡11個体、桂川流域で２遺跡４個体が確認されるが、甲
府盆地域で出土するものの大半は頸部・胴部施文域をもつ副次的な資料である（表３－（１）・
（２））。ここからA－２類型は北巨摩地域を中心に展開していると考えられ、分布地域において
A－１類型と対照的で注目される。
A－３類型は、「沈線弧線文＋懸垂文→地文」で構成される土器群である（第７図38～46）。な
お、45・46は口唇部施文域を有するが、同一の施文順序・文様要素のため本類型に副次的に加え
た。いずれの資料も主文様は連弧文とならずに、断絶した弧線が単位文としてめぐっている。弧
線から垂下する懸垂文は、数条の単沈線によるもの（38～40・45）、縦長の逆「U」字状となる
もの（41・42・46）、弧線文と連結して「Y」字状となるもの（43・44）がある。地文は縄文（41・
45）、綾杉状沈線文（44・46）、櫛歯状工具による条線文・刺突文（39・41・43）、斜位の集合沈
線文（38・42）と多様性に富む。本類型は一部が曽利Ⅱ b式期から確認されるが、主体は曽利
Ⅳ～Ⅴ式期に比定される。分布は北巨摩地域で４遺跡９個体、甲府盆地域で２遺跡３個体、桂川
流域で１遺跡２個体と、北巨摩地域に偏在した傾向がみられる（表３－（２））。
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第 5図　山梨県域出土の連弧文系土器（A-1 類型）
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第 6図　山梨県域出土の連弧文系土器（A-2 類型）
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第 7図　山梨県域出土の連弧文系土器（A-3 類型）
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② B類型
B類型は隆帯による口縁部文様帯を有し、器形括れ部以下に連弧文土器と同種の頸部・胴部施
文域を作出する点を特徴とする。山形氏の「胴部分帯型土器」（山形1997）の一部に該当する土
器群で、筆者は以前、本類型を「胴部弧線文土器」と呼称したことがある（大網前掲）。口縁部
文様帯の形態から、B－１と B－２の二細分が可能である。
B－１類型は、口縁部文様帯がつなぎ弧文あるいは渦巻つなぎ弧文となる土器群である（第８
図47～55）。口縁部に区画をもたないもの（47～49）と区画をもつもの（50～55）があり、区画
内には基本的に地文と同じ文様要素が充填される。地文は縄文（47・48・51・55）・刺突文（52
～54）・条線文（49・50）がある。このように本類型には一定の型式学的差異が見出せるが、区
画の有無と地文の種類との間で特定の結びつきを見出すには至っていない。なお、後述する B
－２類型とは異なり、B－１類型の中では曽利Ⅲ式に特徴的な肥厚帯口縁を呈する資料はみられ
ない。本類型は概ね曽利Ⅱ b式期に比定され、北杜市柳坪遺跡A10号住居跡などに良好な一括
資料がある。分布は北巨摩地域で７遺跡11個体、甲府盆地域で３遺跡３個体と、大半が北巨摩地
域での出土となる（表３－（２））。
B－２類型は、口縁部文様帯が長方形あるいは方形の窓枠状区画を呈する土器群である（第８
図56～61）。口縁部の形態には、四単位の小突起をもつもの（56～58）、平縁のもの（59～60）、
小突起がめぐるもの（61）がある。また61は肥厚帯口縁を呈しており、『山梨県史』における曽
利式編年では曽利Ⅲ式の標識資料とされている（今福1999）。口縁部形態と地文の種類の関係は、
B－１類型同様に統一性がみられない。本類型は曽利Ⅱ b～Ⅲ式期に比定され、曽利Ⅱ b式期
では韮崎市石ノ坪遺跡（西地区）13号住居跡、曽利Ⅲ式期では61を含む同遺跡B10号住跡といっ
た一括資料が挙げられる。分布は北巨摩地域で５遺跡９個体、甲府盆地域で１遺跡１固体と、ほ
ぼすべてが北巨摩地域の出土となる（表３－（２））。
③その他
A・B類型いずれにも属さない連弧文系土器をその他として一括した。
器形が深鉢形となるものに第９図62・63がある。62は胴部に波状文をもち、口唇部が曽利Ⅱ式
の斜行文土器と共通する折り返し口縁となる資料である。63は弧線文が対向して二段配され、口
唇部に波状隆線がめぐる。壺形を呈する64・65は、いずれも頸部で施文域分割を行った後、胴部
上半にうろこ状の沈線文（64）あるいは弧線文（65）をめぐらせる。鉢形を呈する土器群には、
頸部から口縁部へ立ち上がる器形（66・67）と括れ部で完結する器形（68）がある。前者は頸部
文様に接する形で胴部に弧線文を展開し、後者は器形が最も張り出す位置で施文域分割を行った
後、胴部下半に弧線文をめぐらせている。その他としたこれらの土器群は、概ね曽利Ⅱ b式期
に比定されるものと思われる。いずれの資料も類例に乏しく分布を論じるには至らないが、比較
184
的形式上の類似性が高い壺形の64・65および鉢形の67・68の４個体はいずれも三口神平遺跡出土
で、他の遺跡や地域に展開を見ない。よって、これらの資料に端的に表れているように、その他
とした土器群はいずれも特殊事例として捉えるべきものと思われる。
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<B-2 類型＞
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第 8図　山梨県域出土の連弧文系土器（B-1・B-2 類型）
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第 9図　山梨県域出土の連弧文系土器（その他）
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④小結
ここまで述べてきた連弧文系土器の要点を以下にまとめる。
まず時間的傾向として、連弧文系土器の出土は曽利Ⅱ b～曽利Ⅴ式期にみられ、その中で最
も出土量が多いのが曽利Ⅱ b式期である。次に各類型の時間的変遷として、A－１類型は曽利
Ⅲ式期以降の展開が見られないものの、A－２類型は地文の施文順序を変える形でA－３類型
へと変遷している。また B類型は肥厚帯口縁の存在から、曽利Ⅱ b～Ⅲ式期に存続期間をもつ
ことが確認される。そして空間的傾向として、連弧文系土器は県内全域に認められるが、類型ご
とにみると甲府盆地域にA－１類型、北巨摩地域にA－２・B類型とそれぞれ地域的にまとまっ
た分布を示している。その他の特徴として、A類型にみる口唇部・頸部・胴部施文域の欠如、あ
るいは B類型の口唇部・口縁部施文域の欠如に見るように、典型的な連弧文土器とは型式構造
が異なっている点が指摘される。
４　曽利式圏における連弧文土器のあり方
以上の検討により、山梨県域で出土する連弧文系土器には型式学的に斉一性をもついくつかの
類型が存在し、またさらにA－１・A－２・Bの三類型がそれぞれ時間的・空間的にもまとま
りをもつことが明らかとなった。すなわちA－１類型が曽利Ⅱ b式期の甲府盆地域、A－２類
型が曽利Ⅱ b式期の北巨摩地域、そして B類型が曽利Ⅱ b～Ⅲ式期の北巨摩地域というまとま
りである。ここで、それぞれの資料が出土した代表的な遺跡名にちなみ、A－１類型を「釈迦
堂類型」、A－２類型を「金生類型」、B類型を「柳坪類型」と仮に呼称しておきたい。資料数か
ら考えれば、山梨県域における連弧文（系）土器は、これら三類型の連弧文系土器を中心に展開
していると言える（９）。
ここから、曽利式圏における連弧文（系）土器のあり方は、
①典型的な連弧文土器の出土がきわめて少ない
②型式学的に変容した連弧文系土器が地域性をもって定型化している
という二つの大きな特徴を指摘することができる。以下ではまず、これら三類型の成立過程を
考えるとともに、文様要素や出土事例から類型の独自性に検討を加える。そして次に、曽利式圏
で連弧文（系）土器に変容と定型化をもたらした背景を考察する。
（１）釈迦堂・金生類型の祖形について
先述のとおり、釈迦堂・金生・柳坪の三類型はいずれも曽利Ⅱ b式期を主体として出土する。
釈迦堂類型を曽利Ⅱ a式期に位置付ける意見があるが（今福2005・櫛原2008）、少なくとも今回
の検討ではそれを積極的に首肯する証左は十分に得られなかった。しかしながら、曽利Ⅱ b式
期は加曽利 E２b～ E２c 式期にまたがって併行しており、また加曽利 E２b式期は関東南西部
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での連弧文土器出現期に相当することから、限られた時間幅の中で釈迦堂類型から連弧文土器が
生じたと想定することはなお可能である。それでは仮に連弧文土器の祖形に釈迦堂類型を想定す
るとすれば、その沈線弧線文はどのような土器群に由来を求めることができるだろうか。
先行研究で述べられるように（山形1997）、結論から言えば釈迦堂類型の生成には曽利Ⅱ式の
つなぎ弧文土器からの変遷を考えるのが妥当と思われる。ただし、甲府盆地域では変遷の過程を
具体的に示す事例に乏しい。よってここでは金生類型を釈迦堂類型と同じ文様系統に属する土器
群と仮定して、以下では北巨摩地域の北杜市宮尾根 C遺跡の事例からつなぎ弧文類型と金生類
型の共通性を見出してみたい。
宮尾根 C遺跡は北杜市高根町に所在する中期後葉の集落遺跡で、特に曽利Ⅰ～Ⅱ式期の良好
な竪穴住居一括資料が多い（佐野2009）。その中でも16号住居跡は、曽利Ⅱ b式期の指標となる
地文刺突文のX把手付甕（第10図１）に、破片資料ながら金生類型（９）が共伴しており注目
される。この一括資料には隆帯による口縁部文様帯をもつ土器群も多く含まれ（６～８）、とり
わけつなぎ弧文類型の７は、９との間に文様形態上の類似性が見出される。両者は施文手法が隆
線か沈線かという違いこそあれ、２本一単位で弧線をめぐらせるという点で共通している。さら
に７は、金生類型同様に口唇部・頸部・胴部施文域が欠如しており、型式構造の上でも両者に類
似性が指摘できる。
このように、宮尾根 C遺跡例が端的に示すとおり、金生類型と釈迦堂類型の沈線弧線文は、
在地的なつなぎ弧文類型の系譜で捉えることができる。換言すれば、両類型は沈線施文という文
様施文技法での類似性を除けば、連弧文土器との関係性が希薄な土器群と考えることができる。
ここからこれらの連弧文系土器は、異系統土器と言うよりもむしろ従来の曽利式土器の延長線上
で捉えるべき土器群のように思われるのである。
（２）結節縄文の有無からみた定型化の実態
しかしながら一方で、宮尾根 C遺跡16号住居跡と、加えて曽利Ⅱ b式期の同遺跡18号住居跡
例は、金生類型のあり方を考える上でまた別の視点を提供している。それは曽利Ⅱ式土器におけ
る結節縄文の施文に示される。
結節縄文は、曽利Ⅱ式の北巨摩地域において特徴的な文様要素である。曽利Ⅱ a式に出現する
地文縄文を基調とする土器群、とりわけ曽利縄文系土器の胴部に垂下する形で施文される。かつ
ては結節縄文の存在をもって曽利Ⅱ a式期の指標とされたが（米田1978）、櫛原氏の精力的な研
究により曽利Ⅱ b式期まで継続して施文されることが明らかにされている（櫛原2002a・b）。
宮尾根 C遺跡例においても、曽利Ⅱ b式期に比定される16・18号住居跡から、やはり結節縄
文を有する曽利縄文系土器が出土している（第10図）。つなぎ弧文土器としては16号住の７・８
や18号住居跡の13・14、地文のみの土器群としては16号住居跡の10や18号住居跡の16に結節縄文
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の施文をみることができる。しかしその一方で、これらの資料に共伴する地文縄文の金生類型に
は結節縄文が見られない。そしてこれは本例だけでなく、今回検討した連弧文系土器すべてに共
通する傾向である。ここから、「弧線文土器で結節縄文を伴うものは見つけ出すことができなかっ
た」（米田1986： 148）とする米田氏の指摘は、資料的蓄積を経た今でもなお覆らない事実と言
える。
櫛原氏の集成によれば、結節縄文が付される土器の器種は深鉢が大半で、いわゆる曽利縄文系
土器のほか、地文縄文のX把手付甕にも施文される例が挙げられている（櫛原2002a）。ここか
ら結節縄文は、当該期の地文を縄文とする曽利式土器全般に施文される性格の文様要素と考える
ことができる。それにもかかわらず金生類型に結節縄文が付されないことは、曽利式の類型間関
係を考える上で非常に示唆的である。つまりつなぎ弧文類型と金生類型は、文様や型式構造の上
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第 10図　北杜市宮尾根C遺跡　16・18 号住居跡出土土器
11
15
12
16( 結節 )
13
( 結節 )
17
14
( 結節 )
18
0 20cm(1/12)
188
では同じ系統にあるものの、その施文技法の差異で明瞭に結節縄文を施文するか否かを区別する
意識が働いていた可能性が指摘されるのである。
先に述べたように、結節縄文は北巨摩地域での地域性を示す文様要素であるから、ここでみら
れた金生類型の独自性をそのまま甲府盆地域の釈迦堂類型に敷衍して考えることはできない。し
かしながら、先の系譜関係での共通性も踏まえて考えれば、両類型は曽利式圏で一つの独立した
カテゴリーとして認識されていた可能性が想定できよう。
（３）柳坪類型の祖形について
一方の柳坪類型にみられる胴部の沈線弧線文にはどのような系譜が考えられるだろうか。
この点に関し、検討を踏まえるとやはり連弧文土器にその由来を求めることが妥当と思われる。
それは弧線文の多段化のみならず、頸部・胴部施文域を有するという連弧文土器との型式構造上
の共通性からも証左を得ることができるからである。文様の崩れは曽利式圏で出土する連弧文土
器にも窺える傾向であり、そもそも胴部に沈線弧線文を施文する土器群の祖形を、先行する曽利
式土器の中に見出すことができない。
ここから柳坪類型には、施文技法・文様要素・型式構造の三点において連弧文土器との類似性
が指摘される。これは施文技法のみで連弧文土器と共通性をもつ釈迦堂・金生類型とは異なった
経緯で柳坪類型が生じたことを示唆しており、柳坪類型にもまた類型としての独自性が見出され
る。
（４）類型間の関係について
以上で検討した各類型の独自性は、類型間の共伴事例からも窺うことができる。例えば宮尾根
C遺跡18号住居跡では、金生類型（第10図17）と柳坪類型（18）が共伴している。仮にこの一括
資料中、あるいは遺跡内等に連弧文土器が普遍的にみられれば、両類型はその亜種として在地土
器群との折衷とする位置付けも可能である。しかし実態として連弧文土器は出土せず、また両類
型がそれぞれ定型化して北巨摩地域内に分布するという状況は、紛れもなく金生・柳坪類型の別
系統性を示す証左と考えられる。加えて、両類型が相互に影響して連弧文土器を生成しない点は、
それぞれの類型が母体である典型的な連弧文土器の型式情報を共有していない状況が想定される。
このように、釈迦堂・金生・柳坪の三類型は、連弧文土器の単なるリダクションではなく、連弧
文系土器として各々来歴を異にして定型化していたことが指摘されるのである。
（５）曽利式圏における連弧文土器の型式変化とその背景
繰り返しとなるが、曽利式圏では典型的な連弧文土器の出土がきわめて少ない。南関東におけ
る連弧文土器の出土量と比較すると、分布の中心と周縁という違いこそあれ、その懸隔の大きさ
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には違和感を覚えざるを得ない。また出土する連弧文土器にしても、典型的なものが少なく、弧
線文の変容など型式内容が非常に歪められている印象をもつ。そしてさらに、歪められた型式情
報が各々異なった経緯のもと連弧文系土器という形で定型化するという現象が指摘される。ここ
から、一部の例外はあるものの、曽利式圏における連弧文土器のあり方は、搬入だけでなく製作
者の移入すら想定が難しい状況を示していると言える。
その一方で、谷口康浩氏の研究で明らかなように、曽利式土器は主要分布域である山梨県域を
越えて関東地方全域に波及しており、とりわけA群や B群とされる典型例に近い型式情報を備
えた土器が南西関東で多く出土している（谷口2002）。また諏訪湖周辺を産地とする黒曜石の搬
出経路が現在の中央自動車道・甲州街道ルートに相当するという見解（古城1996）（10）も併せて
考えると、山梨県域と南西関東地方という地理的隔たりが当時の人々の往来に与える障壁はそれ
ほど大きくなかったように思われる。それでは、地形的要因以外で、曽利式圏で出土する連弧文
（系）土器にここまでの型式変容をもたらす要因はどこにあるのだろうか。
この点に重要な示唆を与えるのが、曽利式圏における加曽利 E式土器のあり方である。櫛原
氏によれば、曽利式圏で加曽利 E式の出土事例が著しく増加するのは曽利Ⅳ a式期で加曽利 E
３b式期併行である（櫛原2008）。氏の集成した資料を概観すると、それ以前、つまり連弧文土
器の出土時期である加曽利E２式期あるいは曽利Ⅱ式期においては、口縁部文様帯が整然と区画
された典型的な加曽利 E２式土器の出土が非常に限られていることがわかる（11）。山形氏は神奈
川県嵯峨遺跡例等の検討から、曽利縄文系土器に特徴的な渦巻つなぎ弧文を「曽利古２式の製作
者が、どうにか加曽利 E式に近いものを作ろうとした結果、創案された紋様」（山形1996： 
114）とするが、仮にそれが成り立つとすれば、やはり加曽利E式に関しても曽利式圏に受容さ
れるに際し、一定の型式変容を伴っているのである。
以上のように、曽利式圏においては、連弧文土器や加曽利 E式土器といった他地域に主体分
布域をもつ土器群を、特定の型式要素あるいは構造のみを選択し、またそれを発展させて自らの
土器伝統に類型を加えていく方法で受容している。これは曽利式土器が個体として他地域へ分布
する現象と対照的であり、ここに曽利式圏における土器製作に対する特徴的な姿勢を垣間見るこ
とができる（12）。曽利式圏における連弧文（系）土器のあり方は、土器型式情報の伝播が、当時
の文化的要因によって型式間で質的に差異を生じさせる可能性があることを示唆する好例となろ
う。
おわりに
ところで、連弧文系土器の３類型は、その分布から曽利式圏内の小地域性を示唆するだけでな
く、それぞれの地域に供給された土器情報の経路を考える上でも興味深い。北巨摩地域では連弧
文系土器が一定量出土しているが、これを従来通り南西関東から甲府盆地域を経た情報伝達経路
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のみで結論付けることが妥当かどうか、検討の余地があろう。この点に関して、例えば八ヶ岳西
麓の長野県原村居沢尾根遺跡（青沼1981）や、浅間山南麓の同県小諸市郷土遺跡（桜井・宇賀神
2000）では、筆者の定義に即した連弧文土器が出土している。よって北巨摩地域への土器情報の
伝達ルートには、従来とは異なった群馬県・長野県方面の経路への注意も今後払っていく必要が
あろう。
本稿では、山梨県域で出土する連弧文（系）土器の検討を通して、曽利式圏における連弧文土
器の位置付けを再考した。これまで述べてきたように、曽利式圏における連弧文土器の型式変容
と釈迦堂・金生・柳坪類型の展開は、曽利式土器を主体的に用いる人々の他型式に対する考え方
を端的に表している。つまり、彼らにとって、他地域の土器はあくまで型式要素のみが受容され
る対象であり、自らの土器伝統にそれらを組み込む方向にのみ精力を注ぐ姿が看取されるのであ
る。この点において、東関東以北で出土するいわゆる「千葉型連弧文土器」（戸田2010）とは、
同じ連弧文土器の型式変容を示す例ではあるが、その性格に差異があるか否かを検討する必要が
ある。今後は曽利式圏で捉えた特徴を、東関東を含めた連弧文土器が分布する他の地域の状況と
具体的に比較していく作業に取り組みたい。
本稿は山梨県考古学協会縄文部会第１回研究会にて報告した内容をもとに作成した。本稿を査
読していただいた高橋龍三郎先生には、多岐にわたるご指摘・ご配慮を賜った。また執筆にあた
り、下記の方々・諸機関に多大なるご教示・ご協力を賜った。記して深謝申し上げます。
井出浩正・今福利恵・長田友也・櫛原功一・佐野　隆・菅谷通保・藤森英二・北杜市埋蔵文化
財センタ－・北杜市考古資料館（敬称略、五十音順）
注
（１）　以下では、沈線弧線文を有するが後述する筆者の定
義に当てはまらない土器群を、「連弧文系土器」とし
て一括して扱う。
（２）　それぞれの編年間の対応関係を右の表１に示す。本
表は新地平編年と櫛原編年の対応関係のみ（櫛原
1999）に依拠し、その他は（永瀬2008）に依った。そ
の結果、例えば曽利Ⅳ式の開始時期など、従来の議論
では齟齬が生じない箇所で併行関係に食い違いが見ら
れた。この点については別途検討の機会を設けること
とし、今回は各編年の時期呼称と大まかな併行関係を
読み取る資料として参照していただきたい。
（３）　櫛原功一氏は、主文様が波状文となる連弧文土器に
関し、その由来を加曽利 E式の頸部文様に求められ
るとしている（櫛原2008）。
盛行期
存続期間
加曽利 E式 曽利式
連弧文
黒尾
（1995）
新地平
（2004）
永瀬
（2008）
今福
（2004）
10a
10b
10c
11a
11b
11c1
11c2
12a
12b
12c
1a
1b
1c
2a
2b
2c 古
2c 新
3a
3b
3c
連 1
連 2a
連 2b
連 3
Ⅰa
Ⅰb
Ⅱa
Ⅱb
Ⅲ
Ⅳa
Ⅳb
Ⅴ
新 1
新 3
新 2
古 3
古 2
古 1
山形
（1996・
1997）
Ⅰa
Ⅰb
Ⅱa
Ⅱb
Ⅲa
Ⅲb
Ⅳ ab
Ⅴa
櫛原
（1999）
表１　中期後葉の土器型式編年対照表
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（４）　「形式・文様帯区画・施文手法などが連弧文土器と共通するが、連弧文を表出しないで、地文だけのものや、
縦位の波状文を有するもの、枠状のモチ－フを有するもの」（桐生前掲： 97）
（５）　個体数は全ての文様施文域が残存する資料のみを集計したものである。筆者による2009年度提出修士論文
「縄文時代中後葉の南関東地方における地域性」の成果に基づく。
（６）　同様な指摘は、山形氏の研究に前後して黒尾和久氏による武蔵野・多摩地域の加曽利 E式土器研究の立場
からもなされている（黒尾前掲）。
（７）　巻末の表には、山梨県域で出土する連弧文（系）土器の基本情報をまとめた。表２が連弧文土器、表３－
（１）・（２）が連弧文系土器のリストである。なお、表の「図番号」欄が「－」となる土器は、紙幅の都合上、
図版として掲載できなかった資料である。
（８）　韮崎市石ノ坪遺跡（西地区）では、後期初頭の20J グリッド SD１号土坑より第６図26が出土している。当
該期での類例に乏しいため今回は型式学的特徴からA－２類型とした。
（９）　ここから、表３－（２）で分類不明とした破片資料については、連弧文土器とするよりもむしろその大半が
これら三類型に含めて考えることが妥当と思われる。
（10）　古城泰氏は、「南関東の遺跡から出土する信州産黒曜石の大部分が、釜無川を南下し、甲府盆地から笹子峠
を越え、桂川筋を通ってもたらされていたことはほぼ確実」（古城前掲： 76）としている。
（11）　本論の趣旨から多少外れるが、この傾向はとりわけ甲府盆地域に顕著であることを指摘しておく。
（12）　類似した指摘は、他方面の研究にも見ることができる。例えば、竪穴住居跡の埋甕に使用される土器の型
式組成を検討した佐々木藤雄氏は、曽利式圏で唐草文系土器が埋甕として使用されない点から、曽利式圏の
地域としての独自性や排他性を指摘している（佐々木1998）。
引用文献
青沼博之　1981　『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書－原村その４　昭和51・52年度－』　長野県教
育委員会
安孫子昭二　2005　「連弧文土器様式の集団」『東京考古』23　東京考古談話会
今福利恵　1999　「（９）中期後半（曽利式土器）」『山梨県史　資料編２　原始・古代２　考古（遺構・遺物）』　
山梨県
　　　　　2005　「曽利式土器編年再考－甲府盆地域を中心に－」『山梨県考古学協会誌』第15集山梨県考古学協
会
大網信良　2011　「連弧文土器の祖形に関する一考察」『東京の遺跡』№96　東京考古談話会
桐生直彦　1981　「連弧文土器の研究」『縄文文化の研究４　縄文土器Ⅱ』　雄山閣
櫛原功一　1999　「曽利式土器の編年私案」『山梨県考古学論集』Ⅳ　山梨県考古学協会
　　　　　2002a　「第２節　２号竪穴出土土器について－結節縄文をもつ土器を中心に－」『柳坪北遺跡』　帝国
石油株式会社・柳坪北遺跡発掘調査会
　　　　　2002b　「曽利式土器の一様相－結節縄文をもつ土器を中心に－」『山梨県考古学協会誌』第13号　山梨
県考古学協会
　　　　　2008　「曽利式土器の分布圏」『山梨県考古学協会誌』第18号　山梨県考古学協会
黒尾和久　1995　「縄文中期集落の基礎的検討（１）」『論集宇津木台』Ⅰ　宇津木台地区考古学研究会
古城　泰　1996　「縄文中期における信州産黒曜石の南関東への搬出路」『考古学雑誌』第81巻第３号　日本考古
学会
桜井秀雄・宇賀神誠司
　2000　『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書19－小諸市内３－』長野県埋蔵文化財センタ－発掘調査報告
書52　（財）長野県文化振興事業団長野県埋蔵文化財センタ－
192
佐々木藤雄　1998　「縄文時代の土器分布圏と家族・親族・部族（下）」『先史考古学論集』第８集安斎正人発行
末木　健　1998　「２．遺跡の分布」『山梨県史　資料編１　原始・古代１　考古（遺跡）』　山梨県
谷口康浩　2002　「縄文土器型式情報の伝達と変容－関東地方に分布する曽利式土器を例に－」『土器から探る縄
文社会』　山梨県考古学協会
戸田哲也　2010　「連弧文土器の伝播－千葉から福島へ－」『考古学ジャ－ナル』604　ニュ－・サイエンス社
長崎元廣ほか　1979　『中部高地縄文土器集成　第１集　縄文中期後半の部　その１』　中部高地縄文土器集成グ
ル－プ
永瀬史人　2002　「連弧文土器の再検討－系譜と変遷に関する解釈の問題－」『神奈川考古』38　神奈川考古同人
会
　　　　　2008　「連弧文土器」『総覧　縄文土器』　アム・プロモ－ション
山形真理子　1996　「曽利式土器の研究－内的展開と外的交渉の歴史－（上）」『東京大学文学部　考古学研究室研
究紀要』第14号　東京大学文学部考古学研究室
　　　　　　1997　「曽利式土器の研究－内的展開と外的交渉の歴史－（下）」『東京大学文学部　考古学研究室研
究紀要』第15号　東京大学文学部考古学研究室
山内清男　1940　「第Ⅸ輯　加曾利E式」『日本先史土器図譜』（復刻版　示人社　1997所収　25－27頁および図版
80－90）
米田明訓　1978　「曽利式土器編年の基礎的把握」『長野県考古学会誌』30　長野県考古学会
　　　　　1986　「２．中期後半の土器の諸問題」『柳坪遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告第13集　山梨
県教育委員会
分析で使用した発掘調査報告書（番号は表２・３の「文献№」と対応）
１．石神孝子ほか　2003　『大木戸遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第205集
２．市河三次ほか　1987　『山梨県高根町野添遺跡発掘調査報告書』　八ヶ岳南麓遺跡学術調査団
３．伊藤修二　2006　『銚子原遺跡』笛吹市埋蔵文化財調査報告書第４集
４．猪俣喜彦ほか　2000　『供養寺遺跡・後呂遺跡』中道町埋蔵文化財発掘調査報告書第４集
５．閏間俊明ほか　2001　『石ノ坪遺跡（西地区）』
６．閏間俊明ほか　2002　『宿尻遺跡』
７．閏間俊明ほか　2006　『坂井遺跡・坂井南遺跡』
８．小野正文ほか　1987　『釈迦堂Ⅱ』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第21集
９．櫛原功一ほか　2004　『桂野遺跡』　（財）山梨文化財研究所
10．櫛原功一　1987　『姥神遺跡』大泉村埋蔵文化財調査報告第５集
11．小西直樹　1993　『上野原小学校遺跡』上野原町埋蔵文化財調査報告書第６集
12．小林公治ほか　2000　『大月遺跡第７・８次調査』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第159集
13．小林広和ほか　1989　『一の沢遺跡調査報告書』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第42集
14．小渕忠秋　2011　『仲原遺跡、東小山 B・C遺跡、上町田遺跡、山道添・物見塚遺跡、上坊地遺跡』笛吹市文
化財調査報告書第17集
15．五味孝廣　2006　『鳥原平遺跡群３』北杜市埋蔵文化財調査報告第11集
16．五味孝廣　2007　『鳥原平遺跡群４』北杜市埋蔵文化財調査報告第19集
17．小宮山隆ほか　2002　『越中久保遺跡』長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第23集
18．佐野　隆　2008　『梅之木遺跡Ⅶ』北杜市埋蔵文化財調査報告第26集
19．佐野　隆　2009　『宮尾根C遺跡』北杜市埋蔵文化財調査報告第30集
20．末木　健　1975　『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書－北巨摩郡長坂・明野・韮崎地内－』
193曽利式圏における連弧文土器の型式変化とその背景
21．末木　健　1979　『小淵沢町の原始古代遺跡－分布調査報告書－』
22．田代　孝　1987　『郷蔵地遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第31集
23．長沢弘昌ほか　1985　『北堀遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第７集
24．長沢宏昌ほか　1987　『釈迦堂Ⅲ』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第22集
25．長沢弘昌ほか　1997　『大月遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第139集
26．中山誠二　1988　『関山遺跡Ⅰ』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第36集
27．中山誠二　1992　『善光寺北遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第69集
28．中山誠二ほか　1993　『宿尻遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第81集
29．新津　健　1989　『金生遺跡Ⅱ（縄文時代編）』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第41集
30．韮崎市誌編纂専門委員会　1978　『韮崎市誌　上巻』
31．三田村美彦　2005　『原町農業高校前遺跡（第２次）』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第221集
32．村松佳幸　2005　『上条宮久保遺跡』北杜市埋蔵文化財調査報告第４集
33．村松佳幸　2009　『大久保（白須）遺跡』北杜市埋蔵文化財調査報告第34集
34．望月和幸ほか　2004　『桂野遺跡』
35．山路恭之助ほか　2003　『平山遺跡』
36．山梨県教育委員会　1974　『大月遺跡（Ⅰ）県立都留高等学校校舎改築に伴う第一次発掘調査報告書』
37．山梨県教育委員会　1978　『安道寺遺跡調査報告書（概報）』
38．山本茂樹ほか　1998　『甲ッ原遺跡Ⅳ』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告書第145集
39．吉岡弘樹　2011　『三光遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告第277集
40．米田明訓　1986　『柳坪遺跡』山梨県埋蔵文化財センタ－調査報告第13集
図版出典
第１図：筆者作成、第２図：米田1986より転載、第３図：20万の一土地分類図「山梨県」（経済企画庁発行、1973年）
を元に筆者作成、第４～９図：表２・３掲載文献より転載、第10図：佐野2009を転載。
表 2　山梨県域で出土する連弧文土器一覧
第3図1 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 20号住 （曽利Ⅱb～Ⅲ） 8
第3図2 連弧文 上野原市 桂川 関山 1号住 曽利Ⅱb 26
第3図3 連弧文 笛吹市 甲府盆 北堀 59号住 曽利Ⅲ 23
第3図4 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 56号住 曽利Ⅲ 8
第3図5 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 56号住 曽利Ⅲ 8
第3図6 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 44号住 中期混在 8
第3図7 連弧文 笛吹市 甲府盆 野呂原 6号住 曽利Ⅱb 24
第3図8 連弧文 北杜市 北巨摩 梅之木 89号住 曽利Ⅱ 28
第3図9 連弧文 北杜市 北巨摩 野添 1号住 - 2
第3図10 連弧文 北杜市 北巨摩 柳坪 11号住 曽利Ⅱb 40
- 連弧文 甲州市 甲府盆 安道寺 20号住 - 37
- 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 29号住 曽利Ⅱaか 8
- 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 21号住 曽利Ⅱ 8
- 連弧文 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 55号住 曽利Ⅲ～Ⅳ 8
共伴土器 文献№図番号 分類名 市町村 地域区分 遺跡名 遺構名
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表３-（１）　山梨県域で出土する連弧文系土器一覧（１）
第4図11 A-1 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 10号住 曽利Ⅱaか 8
第4図12 A-1 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 17号住 曽利Ⅱb 8
第4図13 A-1 笛吹市 甲府盆 仲原 4号住 曽利Ⅱ 14
第4図14 A-1 上野原市 桂川 関山 1号住 曽利Ⅱb 26
第4図15 A-1 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 43号住 曽利Ⅱ～Ⅳ 8
第4図16 A-1 笛吹市 甲府盆 野呂原 土器捨て場 (井戸尻～曽利Ⅱ) 24
第4図17 (A-1) 大月市 桂川 大月(Ⅱ区） 遺構外 - 12
第4図18 (A-1) 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 土器すてばB (曽利式混在) 8
- A-1 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 遺構外 - 8
- A-1 韮崎市 北巨摩 石ノ坪(西) 208号住 狢沢・曽利Ⅰ～Ⅱ 5
- (A-1) 大月市 桂川 大月 遺構外 - 25
- (A-1) 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 土器すてばB (曽利混在) 8
第5図19 A-2 大月市 桂川 大月 9号住 曽利Ⅱ 25
第5図20 A-2 北杜市 北巨摩 柳坪 11号住 曽利Ⅱb 40
第5図21 A-2 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 17号住 曽利Ⅱb 8
第5図22 A-2 北杜市 北巨摩 頭無 9号住 曽利Ⅲ 20
第5図23 A-2 北杜市 北巨摩 柳坪 11号住 曽利Ⅱb 40
第5図24 A-2 笛吹市 甲府盆 野呂原 土器捨て場 （井戸尻～曽利Ⅱ） 24
第5図25 A-2 北杜市 北巨摩 金生 3号住 曽利Ⅱ 29
第5図26 A-2 韮崎市 北巨摩 石ノ坪(西) 1号土坑 後期初頭 5
第5図27 A-2 笛吹市 甲府盆 一の沢 2号住 曽利Ⅱb 13
第5図28 A-2 大月市 桂川 大月 9号住 曽利Ⅱ 25
第5図29 A-2 韮崎市 北巨摩 宿尻 遺構外 - 6
第5図30 A-2 北杜市 北巨摩 柳坪 11号住 曽利Ⅱb 40
第5図31 A-2 北杜市 北巨摩 頭無 7号住 曽利Ⅲ 20
第5図32 A-2 北杜市 北巨摩 宮尾根C 18号住 曽利Ⅱb 19
第5図33 A-2 上野原市 桂川 上野原小学校 遺構外 - 11
第5図34 (A-2) 大月市 桂川 大月 1号住 曽利Ⅲ 36
第5図35 (A-2) 笛吹市 甲府盆 野呂原 31号土坑 - 24
第5図36 (A-2) 北杜市 北巨摩 上条宮久保 3号住 曽利Ⅱ 32
第5図37 (A-2) 笛吹市 甲府盆 北堀 58号住 曽利Ⅳ 23
- A-2 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 17号住 曽利Ⅱb 8
- A-2 北杜市 北巨摩 柳坪 A1号住 曽利Ⅱb 20
- A-2 北杜市 北巨摩 宮尾根C 16号住 曽利Ⅱb 19
- A-2 北杜市 北巨摩 宮尾根C 18号住 曽利Ⅱb 19
- A-2 北杜市 北巨摩 越中久保 遺構外 - 17
- (A-2) 甲州市 甲府盆 安道寺 6号住 - 37
- (A-2) 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 12号住 曽利Ⅱ 8
- (A-2) 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 56号住 曽利Ⅲ 8
- (A-2) 笛吹市 甲府盆 野呂原 土器捨て場 （井戸尻～曽利Ⅱ） 24
- (A-2) 笛吹市 甲府盆 三光 遺構外 - 39
- (A-2) 北杜市 北巨摩 上子用 1号住 曽利Ⅱ 15
- (A-2) 北杜市 北巨摩 姥神 4号住 曽利Ⅱb 10
第6図38 A-3 北杜市 北巨摩 柳坪 A1号住 曽利Ⅱb 20
第6図39 A-3 笛吹市 甲府盆 銚子原 215号土坑 - 3
第6図40 A-3 大月市 桂川 大月 遺構外 - 25
第6図41 A-3 笛吹市 甲府盆 銚子原 遺構外 - 3
第6図42 A-3 北杜市 北巨摩 上条宮久保 1号住 曽利Ⅳ 32
第6図43 A-3 北杜市 北巨摩 上条宮久保 4号住 （曽利Ⅴ） 32
第6図44 A-3 笛吹市 甲府盆 桂野 230号土坑 （曽利Ⅴ） 34
第6図45 (A-3) 北杜市 北巨摩 上条宮久保 6号住 （曽利Ⅴ） 32
第6図46 (A-3) 大月市 桂川 大月 遺構外 - 25
A 3 北杜市 北巨摩 柳坪 B10号住 曽利Ⅲ 20
共伴土器 文献№図番号 分類名 市町村 地域区分 遺跡名 遺構名
- -
- A-3 北杜市 北巨摩 上子用 10号土坑 - 16
- A-3 北杜市 北巨摩 郷蔵地 遺構外 - 22
- A-3 北杜市 北巨摩 郷蔵地 遺構外 - 22
- (A-3) 北杜市 北巨摩 郷蔵地 遺構外 - 22
第7図47 B-1 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 遺構外 - 8
第7図48 B-1 韮崎市 北巨摩 石ノ坪（西） 1号土坑 - 5
第7図49 B-1 韮崎市 北巨摩 宿尻 15号土坑 曽利Ⅱb 28
第7図50 B-1 北杜市 北巨摩 柳坪 A2号住 曽利Ⅱb 20
第7図51 B-1 北杜市 北巨摩 宮尾根C 18号住 曽利Ⅱb 19
第7図52 B-1 韮崎市 北巨摩 宿尻 6号住 曽利Ⅲ 28
第7図53 B-1 北杜市 北巨摩 上子用 7・8・9号住 - 15
第7図54 B-1 北杜市 北巨摩 柳坪 A2号住 曽利Ⅱb 20
第7図55 B-1 笛吹市 甲府盆 北堀 遺構外 - 23
195曽利式圏における連弧文土器の型式変化とその背景
表３-（２）　山梨県域で出土する連弧文系土器一覧（２）
- B-1 甲府市 甲府盆 後呂 10号住 曽利Ⅱ 4
- B-1 北杜市 北巨摩 前田北 分布調査 - 21
- B-1 韮崎市 北巨摩 宿尻 15号土坑 曽利Ⅱb 28
- B-1 韮崎市 北巨摩 宿尻 15号土坑 曽利Ⅱb 28
- B-1 韮崎市 北巨摩 坂井 8号住 曽利Ⅱb 7
第8図56 B-2 韮崎市 北巨摩 石ノ坪（西） 13号住 曽利Ⅱb 5
第8図57 B-2 北杜市 北巨摩 柳坪 A1号住 曽利Ⅱb 20
第8図58 B-2 韮崎市 北巨摩 宿尻 15号土坑 曽利Ⅱb 28
第8図59 B-2 韮崎市 北巨摩 宿尻 9号住 （井戸尻～曽利Ⅱ） 28
第8図60 B-2 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 屋外埋甕 - 8
第8図61 B-2 北杜市 北巨摩 柳坪 B10号住 曽利Ⅲ 20
- B-2 北杜市 北巨摩 姥神 21号住 曽利Ⅱb 10
- B-2 北杜市 北巨摩 姥神 21号住 曽利Ⅱb 10
- B-2 韮崎市 北巨摩 石ノ坪（西） 4号土坑 曽利Ⅲ 5
- B-2 北杜市 北巨摩 甲ッ原 9号住 多時期混入 38
第9図62 その他 北杜市 北巨摩 平山(C区） 5号住 曽利Ⅱb 35
第9図63 その他 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 土器すてばA （曽利Ⅰ～Ⅱ） 8
第9図64 その他 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 20号住 （曽利Ⅱb～Ⅲ） 8
第9図65 その他 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 土器すてばB 曽利式混在 8
第9図66 その他 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 20号住 （曽利Ⅱb～Ⅲ） 8
第9図67 その他 笛吹市 甲府盆 野呂原 6号住 曽利Ⅱb 24
第9図68 その他 北杜市 北巨摩 甲ッ原 33号住 曽利Ⅲ 38
- 不明 大月市 桂川 大月 1号住 曽利Ⅱ 36
- 不明 大月市 桂川 大月 9号住 曽利Ⅱ 25
- 不明 大月市 桂川 大月 9号住 曽利Ⅱ 25
- 不明 大月市 桂川 大月 9号住 曽利Ⅱ 25
- 不明 上野原市 桂川 関山 1号住 曽利Ⅱ 26
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 29号住 曽利Ⅱa？ 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 105号住 （曽利Ⅱ） 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 105号住 （曽利Ⅱ） 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅲ区） 土器すてばA （曽利Ⅰ～Ⅱ） 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 20号住 （曽利Ⅱb～Ⅲ） 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 20号住 （曽利Ⅱb～Ⅲ） 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 土器すてばB 曽利式混在 8
- 不明 甲州市 甲府盆 三口神平(Ⅳ区） 遺構外 - 8
- 不明 甲州市 甲府盆 大木戸 北側谷部 （曽利Ⅱ） 1
- 不明 笛吹市 甲府盆 野呂原 6号住 曽利Ⅱb 24
- 不明 笛吹市 甲府盆 野呂原 6号住 曽利Ⅱb 24
- 不明 笛吹市 甲府盆 桂野 土器捨て場 （曽利Ⅱ） 9
- 不明 笛吹市 甲府盆 桂野 4号竪穴 曽利Ⅱ 9
- 不明 笛吹市 甲府盆 北堀 59号住 曽利Ⅲ 23
- 不明 笛吹市 甲府盆 一の沢 2号住 曽利Ⅱb 13
- 不明 甲府市 甲府盆 後呂 10号住 曽利Ⅱ 4
- 不明 甲府市 甲府盆 後呂 10号住 曽利Ⅱ 4
- 不明 甲府市 甲府盆 善光寺北 遺構外 - 27
- 不明 甲府市 甲府盆 善光寺北 遺構外 - 27
- 不明 甲府市 甲府盆 善光寺北 遺構外 - 27
- 不明 韮崎市 北巨摩 坂井（第二地区） 遺構外 - 30
- 不明 韮崎市 北巨摩 宿尻 遺構外 - 28
- 不明 韮崎市 北巨摩 石ノ坪（西） 103号住 （曽利Ⅰ～Ⅲ） 5
- 不明 韮崎市 北巨摩 石ノ坪（西） 150号住 （井戸尻3） 5
- 不明 北杜市 北巨摩 頭無 7号住 曽利Ⅲ 20
- 不明 北杜市 北巨摩 柳坪 A1号住 曽利Ⅱb 20
共伴土器 文献№図番号 分類名 市町村 地域区分 遺跡名 遺構名
- 不明 北杜市 北巨摩 柳坪 11号住 曽利Ⅱb 40
- 不明 北杜市 北巨摩 甲ッ原 33号住 曽利Ⅲ 38
- 不明 北杜市 北巨摩 上条宮久保 3号住 曽利Ⅱb 32
- 不明 北杜市 北巨摩 原町農業高校前 54号住 曽利Ⅱb 31
- 不明 北杜市 北巨摩 原町農業高校前 83号住 曽利Ⅱb 31
- 不明 北杜市 北巨摩 金生 3号住 曽利Ⅱb 29
- 不明 北杜市 北巨摩 平山(C区） 4号住 曽利Ⅱb 35
- 不明 北杜市 北巨摩 上条宮久保 1号住 曽利Ⅳ 32

